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資料１：日本地理学会地理教育専門委員会「大学生・高校生の地理認識の調査報告」

(2014) 

 
 
 
 
 
 



資料２：落合康浩「大学生の地図利用と観光地認知の実態」(2015 年日本地図学会学術大会

発表 

 



 
  



資料３：現行学習指導要領下における初等中等教育における地理の扱い（学習指導要領、文

部科学省資料などより作成） 

 
  



資料４：学習指導要領の変遷（高等学校社会科） 森田康夫「『国土教育』(その２) 高等学

校地理歴史科教育を考える―歴史の深層としての「国土」、その構造と未来への展望―」

（JICE REPORT vol.17）（2010）） 

 



資料５：文部科学省「高等学校の各学科に共通する教科･科目等及び標準単位数（現行学習

指導要領）」 

 

（前学習指導要領） 



資料６：「都道府県別の推計地理及び日本史履修率」（2014 年 4 月教科書需要数より推計。

日本地理学会調べ。） 

 

 

 
 



資料７：大久保 敦「高校大学 7年間を通した科目履修実態調査（自然科学系科目・社会科

学系科目）」大阪市立大学「大学教育」第 7巻第 2号（2010） 

 



 

  



資料８：各都道府県の公立学校教員採用試験結果における地理と歴史の割合 

 

世界史 日本史

H23 3 4 2 2
H24 3 9 4 5
H25 4 9 4 5
H26 5 12 6 6
H27 6 16 6 10
H28 5 18 7 11

栃木県 H28 1 4
新潟県 H28 1 2

H24 3 11 5 6
H25 3 8 5 3
H26 4 10 3 7
H27 3 8 3 5
H28 3 7

岡山県 H28 2 5 3 2
H25 5 8 3 5
H26 0 1 0 1
H27 1 2 1 1
H28 1 3 2 1
H26 1 2 1 1
H27 1 4 2 2
H28 1 3 2 1

香川県 H28 2 2 1 1
福岡県 H28 0 12

H27 1 2 1 1
H28 1 2 1 1

長崎県 H28 1 4 3 1
H23 1 2 1 1
H24 1 1 1 0
H25 0 1 1 0
H26 1 2 1 1
H27 1 1 1 0
H28 1 1 0 1

熊本県 H28 2 1 1 0
宮崎県 H28 1 1 0 1

69
28%

178

72%

佐賀県

大分県

計

割合

県 年度
歴史

地理

茨城県

静岡県

広島県

山口県



資料９：平成 28 年度大学入試センター試験実施結果の概要 



 



資料 10：日本地理学会地理教育専門委員会「大学入試地理の拡大策」地理 50-1、2005 



 

  



資料 11：日本大学文理学部地理学科、立命館大学文学部地理学専攻、奈良大学文学部地理

学科の卒業後の進路 



 

 

  



奈良大学 文学部地理学科 

 

  



資料 12：大阪教育大学地理学科卒業生の卒業後の進路 

 

  

公立小 公立中 公立高 私立小
私立中･

高
教員養成

課程
5 2 1 2 2 2 9

教養学科 1 1
教員養成

課程
5 5 1 1 7

教養学科 3 3
教員養成

課程
3 3 3 1 7

教養学科 2 2
大学院 1 1 1

教員養成
課程

3 3 1 1 1 6

教養学科 2 1 2 5
大学院 4 2 1 1 4

教員養成
課程

10 9 1 1 4 4 19

教養学科 5 1 6
大学院 2 2 2

教員養成
課程

4 3 1 1 5

教養学科 2 1 1 2 4
大学院 2 2 1 3

教員養成
課程

4 4

教養学科 1 7 8
教員養成

課程
12 10 2 2 2 1 17

教養学科 1 1 1 1 6 9
54 39 7 2 1 5 6 19 36 7 122
44% 32% 6% 2% 1% 4% 5% 16% 30% 6%

地方公
務員

進学 民間 その他 合計

平成20年3
月修了/卒

業生

平成21年3
月修了/卒

業生

平成22年3
月卒業生

合計

割合

教職

平成15年3
月卒業生

平成16年3
月卒業生

平成17年3
月卒業生

平成18年3
月修了/卒

業生

平成19年3
月修了/卒

業生



資料 13：先進的地理教育実践事例 

 

出典 学年
科目
分野

単元又は
学習のねらい

学習の概要 資料等

地理
身近な地域の調
査

水害常習地域へのフィールドワークを行い、自然堤
防や旧河道などによる被害の差異や、地域住民の
水害に対する生活上の知恵を学ぶ。

地形図
治水地形分類図

歴史
江戸幕府の政治
改革

江戸時代の政治史を学習しながら、トピック的に地
域の過去の災害を扱う。過去の地形図を用い、かつ
ての集落立地や地名に着目し、自然とともに生きて
きた人々の姿を考える。

旧版地形図
治水地形分類図

中3 公民 地方自治

地震災害時の「通学路防災マップ」と地域の「防災
マップ」を作成し、生徒同士の意見交換をへながら、
防災の視点から地方自治と町づくりの在り方につい
て考える。

都市計画図

2

総合的な学習における
地域学習の例

地域素材を利用した表現活
動による地域との結びつき

-神島小学校の総合的な学習
の時間の学習活動を通じて-

新地理62-2（2014年8月）

小1～6
総合的な学習

生活科
地域学習

・お年寄りに地域の昔の様子を聞き取る調査を行
う。
・地域で働く人々について調査し、地域の様子や
人々の工夫を地図にまとめる。
・地域の歴史を調べ、ガイドブックにまとめる。
・地域の行事の由来を調べ、行事に参加し、手伝い
をする。

3

基盤地図情報を活用で
きる単元での具体例

子どもの知覚環境と身近な地
域の学習

新地理60-1（2012年4月）
小3 社会科

学校のまわりのよ
うす

学校のまわりの様子について、地図を活用して調
べ、場所による違いについて考える。
　①屋上で方位を知り、主な公共施設や建造物の場
所をとらえる。
　②通学路や学校の周りの様子を思いだし、地図に
表現する。
　③学区域の地図を見ながら、学校の周りの様子を
調べる計画を立てる。
　④学校の周りの探検する。
　⑤探検で観察したことをまとめ、地図に表現する。
　⑥地図をもとに調べてわかったことを発表する。

①東西南北体操

②B4の白紙

③学区域の地図

④学区域の地図
⑤模造紙
⑥⑤で作成した地図

小4 社会科 地域の開発

幕末時代の農民の生活をゲーム化。土地条件の異
なった耕地に作物を選定し、その年の天候をさいこ
ろで出し、収穫量が決定するというもの。

中 地理

北海道鉄道建設ゲーム
明治･大正期の札幌-釧路間にできるだけ安い費用
で鉄道を敷設するシミュレーション。

高 地理

城下町の成り立ち
ある都市を等高線で地形を表し河川や湿地などを示
す程度の地図の中に５カ所の候補地を上げ、この中
から選択して城下町を描く。

5

地図帳に親しむための
指導の例

「地図を授業で使う子」から
「地図を実生活で使える子」へ
こどもと地図 2015年度２学期
号（帝国書院定期刊行冊子）

小４ 社会科

・初めて地図帳を使う単元において、15分間自由に
地図帳に触る。この間、席を離れて友達と発見した
ことを交流しても良い。15分後気づいたことを自由に
発表させる。
・その後は毎回の授業の開始３分間で地図帳を使っ
たレクリエーションを行う。子どもが地図を使ったクイ
ズを出題。正解した子どもが次の出題者となれる。

地図帳

6

高校地理の地誌の授業
例

「サハラ以南のアフリカ」と向
き合う

地理・地図資料2015年度２学
期①号（帝国書院定期刊行冊

子）

高 地理
サハラ以南のアフ
リカの生活・文化

①アフリカに対するイメージを書き出す。
②新聞･テレビ・本からアフリカに関する情報を探す。
少ないことを実感させる。
③アフリカと身近な地域の自然を調べて比較
④国旗を作る
⑤教科書以外の資料を読み、イメージ以外のアフリ
カの一面を発見させる。
⑥アフリカからの留学生や現時での活動経験者と会
い、話をする。
⑦アフリカとのパートナーシップを自分の学びと連動
して考察させる。支援から「投資･ビジネス」という発
想転換を促す。
⑧フェアトレード商品のチョコレートを食べて、アフリ
カと自分が食べ物を通じて繋がっていることを実感さ
せる。

新聞・図書館の図書

地図帳

「ルワンダの祈り」（ルワンダ
で起きたジェノサイド後の国
情をレポートしたノンフィクショ
ン）

7

高校地理の地域調査の
実践例

調査を通じて身近な地域を知
る～ヒートアイランド観測を取

り入れた授業実践～
地理・地図資料 2011年度３学
期号（帝国書院定期刊行冊

子）

高 地理 現代社会と気候

松山市でも「ヒートアイランド現象」の実態があるの
かを明らかにするため、市内各所に観測地点を設
け、気温を実測し、気温分布図を作成する。
気温分布が土地利用と関連するのではという仮説
のもと土地利用図を作成する。
重ね合わせて考察する。

地形図

8

中学地理的分野の授業
の実践例

思考力･判断力･表現力を育
成する学び合い学習とその評

価
～日本の諸地域「中国･四国

地方」の学習を例に～
中学校社会科のしおり2015年
度１学期号（帝国書院定期刊

行冊子）

中 地理
日本の諸地域「中
国･四国地方」

・瀬戸大橋の開通により、瀬戸内海の島の人々の生
活にはどのような課題が生まれたか、資料を基に個
人で考える。
・グループで各自が考えた課題をまとめ、発表する。
・交通者整備による地域の変化を構造図にまとめ、
今後よりよい地域にしていくためにそうすればよい
かを考える。

・文章資料「架橋の島の大誤
算」
・廃校となった与島小学校の
写真
・京阪フィッシャーマンズワー
フの昔と今の写真の比較
・計画中止になった観光ホテ
ルの写真
・教科書（「地元商店街の衰
退」「橋の架かっていない島の
移動手段」）

中1・2
中学校社会科における防災

教育の実践
-地理･歴史･公民の分野連携

を目指して-
新地理62-2（2014年12月）

1

国土地理院の資料が使
われている授業の例

4

シミュレーション教材の
例

大学における地理教育の実
践報告

愛知学院大学教養部紀要60-
1



資料 14：中教審教育課程企画特別部会論点整理（平成 27 年 8 月 26 日）より「高等学校地

理科目の今後の在り方について」 

 

  



資料 15：地理オリンピックパンフレット、地学オリンピックパンフレット 

 





 

  



資料 16：日本地図センターの地理教育に関する取組み 

一般財団法人日本地図センターは、地図利用の普及と地図に関する技術の発展に寄与

することを目的として、地図およびこれに関連するさまざまな事業を行っていますが、

地図・地理教育の発展に資するためにも、公益的見地から次のような事業を行っていま

す。 

地図展その他のイベント 

多くの人々に地図についての理解を深めていただくため、地図展推進協議会（地図測量

関係 7 団体で構成）の主要メンバーとして、毎年「地図展」を開催しています。2015

年の第 48 回地図展は、10 月 23 日から 11 月 30 日まで 39 日間の会期で、東京都

中央区において、「地図展 2015 首都東京 1945」をテーマとして開催しています。東

京メトロ半蔵門線の三越前駅と銀座線の三越前駅との間の地下道（国道 4 号地下通路）

という人通りの多いところを会場としたため、連日少なくとも千人以上の来場者で賑わ

っています。 

 このほか毎年、「くらしと測量・地図展」「地図ふぇす」（年 2 回開催）その他の地図に

関す展示会等のイベントを主催者・共催者として行っています。 

講習会・研修会 

 毎年夏、日本地図センターにおいて「夏休み地図教室」を開催しています。2015 年

は、7 月下旬と 8 月下旬に合計 6 日間開催し、1200 人余の小学生とその保護者に参

加していただきました。 

 地図に関して豊富な経験を有する方々を対象として、「マップ・リーダー研修」「マッ

プ・リーダーフォローアップ研修」（マップ・リーダー認定者を対象）を実施し、修了者

をマップ・リーダー」「上級マップ・リーダー」に認定しています。参加者は、さまざま

な分野で活躍されている方々ですが、教員の方も多数いらっしゃいます。2015 年は、

どちらも 8 月 25 日（火）に開催し、マップ・リーダー研修会には 17 人。フォローア

ップ研修には 26 人の方に参加していただきました。 

地図地理検定 

 毎年春と秋の 2 回、「地図地理検定」を実施しています。この検定は、基礎的な「一

般」と、更に高度な「専門」の 2 クラスに分かれていますが、両方とも受験することも

できます。成績優秀者は、「一般」では「合格」と認定し、「専門」では「地図地理力博

士」「準地図地理力博士」「地図地理力 1～3 級」に認定しています。2015 年春は、6

月 21 日（日）に、秋は 10 月 15 日（日）に、どちらも東京（国士舘大学）ほか全国

6 会場で実施しましたが、ほかに大学と高等学校で団体受検をしていただいた方もいら

っしゃいます。春の受験申込者（当日受験者数）は、一般 237 人（220 人）、専門 101

人（93 人）、秋の受験申込者（当日受験者）数は、一般 422 人（392 人）、専門 113

人（109 人）でした。 



 研究活動等支援 

 地図および地図学ならびにこれらに隣接する科学技術の研究、教育、普及等に関する

活動の活性化に資するため、学会その他の団体または個人に対し、資金や物品の提供、

要員の派遣などの支援を行っています。毎年度初めに公募をしており、2015 年度は、

日本地図学会など約 40 団体・個人に対し、300 万円余の資金提供のほか、講師の派遣、

2 万 5 千分 1 地形図や月刊誌「地図中心」のバックナンバーの提供をしています。 

その他 

全国の地理を専門とする教員が組織する団体として、全国地理教育研究会（主として

高校教員）、地理教育研究会（小・中・高・大学教員）及び全国中学校地理教育研究会（中

学教員）の 3 団体がありますが、これらの全国大会が 2015 年度も夏季に開催されま

した。このうち、全国地理教育研究会と全国中学校地理教育研究会の大会は、日本地図

センターで開催されました。 

全国地理教育研究会の「第 60 回 東京・日本地図センター大会」は 2015 年 7 月

30 日（木）～31 日（金）、日本地図センターを会場として開催され、約 80 人が参加

しました。この大会では、理事長の野々村が「地理教育における地形図の活用」と題す

る講演を行い、常務理事の田代が日本地図センターの業務紹介をしたほか、参加者によ

る地図倉庫の見学も行われました。会場は、主催者からの要請により日本地図センター

の研修室をアカデミックディスカウント料金で貸し出したほか、会議室を無料で提供し、

職員が大会運営の補助をしました。また、大会の運営に要する費用の一部として 48,500

円の資金的支援をしたほか、「地図中心」のバックナンバー246 冊を提供しました。 

全国中学校地理教育研究会の「第 56 回 日本地図センター大会」は 2015 年 8 月

1 日（土）～2 日（日）、日本地図センターを会場として開催され、約 120 人が参加し

ました。この中で、参加者による地図倉庫の見学も行われました。会場は、主催者から

の要請により日本地図センターの研修室をアカデミックディスカウント料金で貸し出し

たほか、会議室を無料で提供し、職員が大会運営の補助をしました。また、「地図中心」

のバックナンバー480 冊を提供しました。 

地理教育研究会の「第 54 回 桐蔭横浜大学大会」は 2015 年 8 月 1 日（土）～3

日（月）に開催され、約 120 人が参加しました。この大会では、常務理事の田代が「こ

れならわかる、すぐに使える地図指導 10 の方法と考え方」と題して模擬授業を行い、

理事長の野々村と常務理事の田代が「地図力が未来を開く―これからの地図教育―」と

いうテーマのシンポジウムに講師として参加し、それぞれ「防災と環境保全のための地

図作成・地図利用」、「地図教育の 4 分野（小縮尺・大縮尺・主題図・地図史）について

―高校を念頭に―」と題する報告をしました。また、大会の運営に要する費用の一部と

して、地理教育研究会に対して 86,000 円、神奈川地理教育研究会に対して 50,000 の

資金的支援をしたほか、「地図中心」のバックナンバー750 冊を提供しました。 



日本地図センターと中学校・高等学校の教員および教員団体とのつながりは最近だん

だんと強くなっており、そのような状況の中で今年度は 3 団体とのかかわりが特に深い

年となりました。結果として、日本地図センターによる支援・協力が 3 団体から非常に

喜ばれ、今後とも一層の支援・協力を期待されていることは間違いありません。日本地

図センターとしましても、今後ともできる限りの支援・協力を続けたいと考えています。 



  


